
    

エ
ー
ス
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
交
流
大
会 

 

◈
日 

時 

２
月
１２
日
（
日
） 

 
 

 
 

 

午
前
９
時 

開
会
式 

 

◈
場 

所 

富
岡
市
民
体
育
館 

 
 

 
 

 

（
も
み
じ
平
総
合
公
園
内
） 

 

丹
生
地
区
か
ら
も
、
小
学
生
の
部
・
一 

般
の
部
に
出
場
し
ま
す
の
で
、
大
勢
の
方 

の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

丹
生
湖
駅
伝
競
走
大
会 

  

体
育
振
興
会
主
催
の
第
２４
回
丹
生
湖 

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

 

皆
さ
ん
の
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た 

し
ま
す
。 

◉
期 

日 

2
月
１９
日
（
日
） 

◉
開

会

式 

午
前
９
時 

◉
ス
タ
ー
ト 

午
前
10
時 

◉
コ

ー

ス 

丹
生
湖
管
理
棟
前
発
着 

※
大
会
当
日
は
、
丹
生
湖
周
辺
の
交
通
規 

制
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
な
び
の
つ
ど
い
兼 

青

少

年

健

全

育

成

大

会 

テ
ー
マ 

「
学
ぶ
楽
し
さ
、
生
き
る
喜
び
を
味
わ
う 

た
め
に
」 

◆
日 

時 
 

２
月
１２
日
（
日
） 

 

午
後
１
時
～
午
後
４
時 

◆
会 

場 
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
・
学
習
室
等 

◆
日 

程 
 

鏑
太
鼓
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏 

第
一
部 

 

①
学
習
成
果
の
発
表
（
ス
テ
ー
ジ
発
表
） 

②
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
生
涯
学
習
体
験 

コ
ー
ナ
ー 

丹
生
公
民
館
押
し
花
教
室
も
参
加
し
ま
す
。 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬
県
第
７
０
団 

福
島
学
生
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
源
種
」 

第
二
部 

顕
彰 

生
涯
学
習
推
進
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞 

生
涯
学
習
功
労
賞 

青
尐
年
健
全
育
成
栄
誉
賞 

 

◆
問
合
せ 

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
６
２
―
１
５
３
１ 

       

富
岡
市
内 

出
土
品
展  

 
 

 
 

 
 

  
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
２３
年
に
市
内
で 

行
っ
た
発
掘
調
査
の
最
新
成
果
を
公
開
し 

ま
す
。 

 

多
数
の
出
土
品
を
展
示
す
る
ほ
か
、
勾 

玉
づ
く
り
、
つ
る
カ
ゴ
編
み
な
ど
無
料
で 

だ
れ
で
も
楽
し
め
る
挑
戦
コ
ー
ナ
ー
も
あ 

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の 

う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

◆
展
示
会 

 

２
月
９
日(

木)

～
１９
日(

日) 

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時 

 

※
１３
日(

月)

は
休
館 

◆
遺
跡
説
明
会 

 

２
月
１２
日
（
日
）・
１９
日
（
日
） 

午
後
２
時
～
午
後
３
時 

◆
挑
戦
コ
ー
ナ
ー 

 

２
月
１１
日
（
土
・
祝
）・
１２
日
（
日
） 

午
前
１０
時
～
午
後
４
時 

勾
玉
づ
く
り
・
つ
る
カ
ゴ
づ
く
り 

◆
会 

場 

 

市
立
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

◆
入
場
料 

無
料 

◆
問
合
せ 

文
化
財
調
査
係 

☎
６
２
・
１
５
１
１
（
内
１
３
８
４
） 

 

今
月
の
読
み
聞
か
せ
教
室 

 

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い 

◇ 

日 

時 

２
月
２５
日
（
土
） 

 
 

 
 

 

午
後
１
時
３０
分
～ 

＊
お
菓
子
作
り
も
し
ま
す
の
で 

お
楽
し
み
に 

◇ 

場 

所 

丹
生
公
民
館 

◇ 

参
加
費 

無 

料 

◇ 

講 

師 

丹
生
え
ほ
ん
の
会 

◇ 

問
合
せ 

堀
口 

育
美
さ
ん 

電
話
６
７
・
４
３
２
９ 

         

第
２８
回
妙
義
山
桜
ま
つ
り 

全
国
俳
句
大
会 

俳
句
募
集 

  

募

集

句 
 

四
季
を
通
し
た
妙
義
山
の
自
然
周
辺
の
風
土
、 

行
事
等
を
題
材
に
し
た
も
の
及
び
、
当
季
雑
詠 

２
句
１
組
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。 

受
付
期
間 

 

３
月
１５
日
（
木
）
必
着
分
ま
で 

応
募
方
法 

 

所
定
の
投
句
用
紙
又
は
募
集
句
と
郵
便
番
号
・ 

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
た
も
の
に 

投
句
料
を
添
え
郵
便
定
額
小
為
替
や
現
金
書
留 

を
利
用
し
送
付
し
て
下
さ
い
。 

（
直
接
持
参
も
可
） 

投

句

料 
 

１
組 

１
０
０
０
円 

（
何
組
で
も
応
募
で
き
ま
す
。） 

作 

品 
集 

応
募
者
全
員
に
詠
草
集
を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

応

募

先 
〒 
３
７
０-

２
４
１
１ 

 

富
岡
市
妙
義
町
上
高
田
１
１
９
５-

１ 

 

富
岡
市
妙
義
中
央
公
民
館 

妙
義
山
桜
ま
つ
り
全
国
俳
句
大
会
係
宛 

 

俳
句
大
会 

 

４
月
２９
日
（
日
）
祝
日 

 
 

 
 

 
 

午
前
１０
時
か
ら 

会
場 

富
岡
市
妙
義
中
央
公
民
館 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

問
合
せ
先 

富
岡
市
妙
義
中
央
公
民
館 

 
 

 
 

 
 

 

☎
７
３-

３
０
５
３ 

 

放
送
大
学 

 

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ 

  

放
送
大
学
で
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放 

送
を
通
じ
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。 

 

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学 

自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。 

出
願
期
間
は
２
月
２９
日
ま
で
。 

資
料
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
放
送
大 

学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ 

さ
い
。 

（
電
話 

０
２
７
・
２
３
０
・
１
０
８
５
） 

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け 

て
お
り
ま
す
。 

に 

ゅ 

う 

こ 

う 

便 

り 

第 ６０３ 号 

発  行  日 

平成２４年２月１日 
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丹 生 公 民 館 
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丹
生
地
区
青
少
協
か
ら 

「世
代
間
交
流
」の
お
知
ら
せ 

河
川
・道
路
清
掃
と
世
代
間
交
流
会
を 

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
年 

代
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
世
代
間
の 

交
流
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

■ 

期
日 

３
月
４
日
（日
）午
前
９
時
か
ら 

  
 

各
地
区
の
集
合
場
所
に
集
合
し
、
河
川 

清
掃
作
業
後
、
１０
時
３０
分
か
ら
丹
生 

小
校
庭
で
「交
流
の
集
い
」を
お
こ
な
い 

ま
す
。 

 

丹
生
地
区
新
年
互
礼
会
風
景 

                          

１
月
４
日
（
水
）、
シ
ル
ク
カ
ン
ト
リ 

 

ー
倶
楽
部
に
於
い
て
第
３
回
丹
生
地
区 

新
年
互
礼
会
が
１
１
０
名
の
参
加
に
よ 

り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た 

だ
い
た
後
、
今
年
１
年
の
丹
生
地
区
の 

団
結
と
更
な
る
発
展
を
願
っ
て
乾
杯
し 

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し
い
年
の
始 

ま
り
と
な
り
ま
し
た
。 

 

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
も
お
願
い
い 

た
し
ま
す
。 

 

市･

県
民
税
申
告
の
お
知
ら
せ 

   

平
成
２４
年
度
（
平
成
２３
年
分
）
の
市
・ 

県
民
税
の
申
告
記
載
指
導
を
２
月
１６
日 

か
ら
３
月
１５
日
に
行
い
ま
す
。 

 

ご
自
身
で
申
告
書
を
記
入
さ
れ
る
人
は
、 

申
告
書
及
び
記
載
例
が
市
役
所
・
公
民
館 

に
あ
り
ま
す
。 

申
告
会
場
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

◊
丹
生
地
区
対
象
日 

 
 

２
月
２９
日
（
水
） 

◊
会 

場 

 
群
馬
県
富
岡
合
同
庁
舎 

（
富
岡
市
田
島
地
内
） 

※
２
月
２７
日(

月)

か
ら
３
月
２
日
（
金
）

ま
で 

富
岡
合
同
庁
舎
が
会
場
で
す
。 

◊
受
付
開
始 

 
午
前
８
時
３０
分
か
ら 

 

開
催
時
間   

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

◊
問
合
せ 

 
 

税
務
課 
市
民
税
担
当 

 
 

 
 

 
 

 

☎
６
２-
１
５
１
１ 

  

市
道
の 

安
全
確
保
に
つ
い
て 

 
 

冬
期
の
道
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て 

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
道
路
に
出
て
い
る
樹
木
等
の
枝
払
い 

◆
家
や
屋
根
の
雪
は
道
路
に
出
さ
な
い 

◆
路
上
駐
車
を
し
な
い 

 

問
合
せ
先 

道
路
建
設
課 

 

電
話
６
２
・
１
５
１
１
（
内
１
４
２
５
） 

 

公
民
館
俳
句
教
室
作
品 

  

大
根

だ
い
こ

引
く
地
球
に
小
さ
き
穴
の
列 

内
田 

一
枝 

 

落
葉
道
踏
み
し
め
杖
の
婦
人
を
り 

佐
藤 

里
恵 

 

紫

を

深

め

妙

義

嶺

大

旦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
俣 

秀
子 

 

も
の
音
に
振
り
返
り
け
る
枯
野
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
田 

 

孝 
 

二
日
早
や
遠
き
ポ
ス
ト
へ
一
走
り 

矢
野
間
妙
子 

 

待 た
い

春
し
ゅ
ん

や
手
拍
子
揃
ふ
フ
ラ
メ
ン
コ 

矢
野
間
稲
霧 

公
民
館
短
歌
教
室
（一
月
） 

 

六
十
年
も
前
に
覚
え
し
流
行
歌

は
や
り
う
た

今
知
ら
ぬ 

間 ま

に
吾
口
遊

く
ち
ず
さ

む 
 

 
 

 

高
橋 

資
幸 

 

寒
空
に
つ
り
す
る
人
の
あ
ま
た
ゐ
る
丹
生 

湖
の
辺

ほ
と
り

を
車
に
て
過
ぐ  

蝶
谷 

房
子 

 

遠
き
日
に
と
も
に
学
び
し
前
橋
の
友
の
賀 

状
に
往
時
を
思
ふ 

 
 

 

原
澤 

 

壽 

 

絵
手
紙
の
賀
状
友
よ
り
届
き
を
り
美
し
い 

絵
に
感
嘆
し
き
り 

 
 

 

富
澤 

房
枝 

 

例
年
に
習
い
て
行
き
ぬ
観
望
会
皆
の
笑
顔 

と
熱
き
甘
酒 

 
 

 
 

 

太
田 

す
ゑ 

 

新
春
に
集
ま
り
来
た
り
子
や
孫
の
み
な
笑 

顔
に
て
喜
び
交 か

わ

す 
 

 
 

浅
井 

芳
子 

 

狭
庭
辺
に
檀

ま
ゆ
み

の
朱
実
娘
は
撮
り
ぬ
万
葉 

集
に
も
詠 よ

ま
れ
て
ゐ
る
と 

原
澤 

貞
子 

 
里
い
も
の
皮
剥
き
お
せ
ち
作
る
と
き
脳
裡 

を
過
る

よ

ぎ

原
発
被
害 

 
 

 

遠
藤
タ
イ
子 

 

豊
か
な
る
こ
の
山
峡

や
ま
か
い

に
八
十
二
年
自
然
と 

人
情
に
身
を
委 ゆ

だ

ね
過
ぐ 

 

松
本 

久
枝 

 

繋
ぎ

つ

な

な
る
作
業
着
求
め
中
一
の
孫
は
葱
掘 

る
吾
に
か
わ
り
て 

 
 

 

黛 
 

桂
子 

 

一
人
居
の
吾
を
案
じ
て
此 こ

の
年
も
小
樽
の 

お
せ
ち
吾
子
は
送
り
来 く 

 

赤
石 

静
江 

 

お
雑
煮
と
き
ん
ぴ
ら
上
手
に
作
れ
た
と
何 

や
ら
こ
こ
ろ
に
自
信
満
ち
く
る 高

橋 

惠
子 

 

久
々
に
矢
場
に
向
ひ
て
弓
引
け
ど
矢
は
力 

な
く
的 ま

と

に
と
ど
か
ず      

松
本 

 

力 

 

床
の
間
に
置
き
て
久
し
き
空
っ
ぽ
の
壺 つ

ぼ

に 

活
け
る
は
南
天
五
本 

 
 

松
本
笑
美
子 

 

友
と
語
り
出
ず
れ
ば
月
の
皓 こ

う

皓 こ
う

と
裸
木
に 

低
く
宿
る
と
見
し
に 

 
 

高
橋 

純
子 


